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(57)【要約】
【課題】サービスの利用実績が少ない場合でも、ユーザ
の信用の度合いを示す情報を取得できる。
【解決手段】第１の期間における、ユーザの車両の運転
時の行動履歴を示す第１の情報を保持する記憶部と、当
該第１の期間分の第１の情報から当該ユーザの運転評価
を行うことと、当該ユーザの運転評価の結果に基づいて
、所定のサービスにおける当該ユーザの信用の度合いを
示す信用度を取得することと、を実行する制御部と、を
備える情報処理装置である。制御部は、所定のサービス
における当該ユーザの信用度を、当該ユーザの信用に関
する第１の信用情報と、第１の信用情報よりも大きい重
みを付けられた当該ユーザの運転評価の結果と、に基づ
いて、取得する。
【選択図】図１



(2) JP 2021-117840 A 2021.8.10

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の期間における、ユーザの車両の運転時の行動履歴を示す第１の情報を保持する記
憶部と、
　前記第１の期間分の前記第１の情報から前記ユーザの運転評価を行うことと、
　前記ユーザの前記運転評価の結果に基づいて、所定のサービスにおける前記ユーザの信
用の度合いを示す信用度を取得することと、
を実行する制御部と、
を備える情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　前記所定のサービスにおける前記ユーザの前記信用度を、前記ユーザの信用に関する第
１の信用情報と、前記第１の信用情報よりも大きい重みを付けられた前記ユーザの前記運
転評価の結果と、に基づいて取得する、
請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記第１の期間分の前記第１の情報から、法定速度内の走行の累積時間、急ブレーキ回
数、急発進回数、急ハンドル回数、クラクション吹鳴回数、歩行者への進路譲渡回数、及
び、他の車両の合流支援回数の少なくとも１つを集計し、
　前記集計に基づいて、前記ユーザの前記運転評価を行う、
請求項１又は２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記法定速度内の走行の累積時間、前記歩行者への進路譲渡回数、及び、前記他の車両
の合流支援回数のうちの少なくともいずれかに応じた加点ポイントを取得し、
　前記急ブレーキ回数、前記急発進回数、前記急ハンドル回数、及び、前記クラクション
吹鳴回数のうちの少なくとも一つに応じた減点ポイントを取得し、
　前記加点ポイントと前記減点ポイントとの合計値を前記ユーザの前記運転評価の結果と
して取得する、
請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記第１の期間よりも過去の第２の期間における第１の情報から取得される、前記法定
速度内の走行の累積時間、前記急ブレーキ回数、前記急発進回数、前記急ハンドル回数、
前記クラクション吹鳴回数、前記歩行者への進路譲渡回数、及び、前記他の車両の合流支
援回数のそれぞれについてのユーザの信用度に与える影響の傾向に基づいて、前記法定速
度内の走行の累積時間、前記急ブレーキ回数、前記急発進回数、前記急ハンドル回数、前
記クラクション吹鳴回数、前記歩行者への進路譲渡回数、及び、前記他の車両の合流支援
回数のそれぞれのポイントを調整する、
請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記第１の情報に加え、前記第１の情報の取得時における道路状況を示す道路状況情報
に基づいて、前記運転評価を行う、
請求項１から５のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記所定のサービスは、ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）である、
請求項１から６のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
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　前記制御部は、
　所定の周期で、前記車両から前記第１の情報を受信することと、
　前記受信した第１の情報を前記記憶部に格納することと、
をさらに実行する請求項１から７のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記制御部は、
　前記ユーザに関連付くユーザ端末へ、前記信用度を通知する、
請求項１から８のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　第１の期間における、ユーザの車両の運転時の行動履歴を示す第１の情報を記憶部に保
持することと、
　前記第１の期間分の前記第１の情報から前記ユーザの運転評価を行うことと、
　前記ユーザの前記運転評価の結果に基づいて、所定のサービスにおける前記ユーザの信
用の度合いを示す信用度を取得することと、
を含む情報処理方法。
【請求項１１】
　前記所定のサービスにおける前記ユーザの前記信用度を、前記ユーザの信用に関する第
１の信用情報と、前記第１の信用情報よりも大きい重みを付けられた前記ユーザの前記運
転評価の結果と、に基づいて、取得する、
請求項１０に記載の情報処理方法。
【請求項１２】
　前記第１の期間分の前記第１の情報から、法定速度内の走行の累積時間、急ブレーキ回
数、急発進回数、急ハンドル回数、クラクション吹鳴回数、歩行者への進路譲渡回数、及
び、他の車両の合流支援回数の少なくとも１つを集計し、
　前記集計に基づいて、前記ユーザの前記運転評価を行う、
請求項１０又は１１に記載の情報処理方法。
【請求項１３】
　前記法定速度内の走行の累積時間、前記歩行者への進路譲渡回数、及び、前記他の車両
の合流支援回数のうちの少なくともいずれかに応じた加点ポイントを取得し、
　前記急ブレーキ回数、前記急発進回数、前記急ハンドル回数、及び、前記クラクション
吹鳴回数のうちの少なくとも一つに応じた減点ポイントを取得し、
　前記加点ポイントと前記減点ポイントとの合計値を前記ユーザの前記運転評価の結果と
して取得する、
請求項１２に記載の情報処理方法。
【請求項１４】
　前記第１の期間よりも過去の第２の期間における第１の情報から取得される、前記法定
速度内の走行の累積時間、前記急ブレーキ回数、前記急発進回数、前記急ハンドル回数、
前記クラクション吹鳴回数、前記歩行者への進路譲渡回数、及び、前記他の車両の合流支
援回数のそれぞれについてのユーザの信用度に与える影響の傾向に基づいて、前記法定速
度内の走行の累積時間、前記急ブレーキ回数、前記急発進回数、前記急ハンドル回数、前
記クラクション吹鳴回数、前記歩行者への進路譲渡回数、及び、前記他の車両の合流支援
回数のそれぞれのポイントを調整する、
請求項１３に記載の情報処理方法。
【請求項１５】
　前記第１の情報に加え、前記第１の情報の取得時における道路状況を示す道路状況情報
に基づいて、前記運転評価を行う、
請求項１０から１４のいずれか一項に記載の情報処理方法。
【請求項１６】
　前記所定のサービスは、ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）である、
請求項１０から１５のいずれか一項に記載の情報処理方法。
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【請求項１７】
　所定の周期で、前記車両から前記第１の情報を受信することと、
　前記受信した第１の情報を前記記憶部に格納することと、
をさらに実行する請求項１０から１６のいずれか一項に記載の情報処理方法。
【請求項１８】
　前記ユーザに関連付くユーザ端末へ、前記信用度を通知する、
請求項１０から１７のいずれか一項に記載の情報処理方法。
【請求項１９】
　請求項１０から１８のいずれか一項に記載の情報処理方法をコンピュータに実行させる
ためのプログラム。
【請求項２０】
　車両に搭載されたコンピュータに、
　所定のサービスにおける前記車両を運転するユーザの信用の度合いを示す信用度の取得
に結果が用いられる運転評価を行うための、前記ユーザの前記車両の運転時の行動履歴を
示す第１の情報を取得することと、
　所定期間分の前記第１の情報を所定のサーバに送信することと、
を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報処理装置、情報処理方法、及び、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザによる車両の取り扱いを、車両が人格を有していると仮定した仮想の感情により
表現し、所定のキャラクタの表情によりこの仮想の感情を表示させる技術が開示されてい
る（例えば、特許文献１）。また、サービス利用中のマナーに関するユーザの行動に応じ
てマナーポイントを算出し、マナーポイントに応じて受けられるサービスの質を制御する
技術が開示されている（例えば。特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－７２４８８号公報
【特許文献２】特開２０１５－１０８８５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　サービスの利用にユーザの信用の度合いが影響することがある。このようなサービスの
一つに、ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）、個人間取引（ＣｔｏＣ）等がある
。例えば、フリマアプリ等のＣｔｏＣでは、売買実績のないユーザは信用に足りないと判
定され、取引してもらえないことがある。しかしながら、例えば、サービス利用開始時は
、利用実績及び他のユーザとのつながりが少ないため、信用できないと見られがちになる
。
【０００５】
　開示の態様の一つは、サービスの利用実績が少ない場合でも、ユーザの信用の度合いを
示す情報を取得することを可能とする情報処理装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の態様の一つは、
第１の期間における、ユーザの車両の運転時の行動履歴を示す第１の情報を保持する記憶
部と、



(5) JP 2021-117840 A 2021.8.10

10

20

30

40

50

前記第１の期間分の前記第１の情報から前記ユーザの運転評価を行うことと、
前記ユーザの前記運転評価の結果に基づいて、所定のサービスにおける前記ユーザの信用
の度合いを示す信用度を取得することと、
を実行する制御部と、
を備える情報処理装置である。
【０００７】
　本開示の他の態様の一つは、
第１の期間における、ユーザの車両の運転時の行動履歴を示す第１の情報を記憶部に保持
することと、
前記第１の期間分の前記第１の情報から前記ユーザの運転評価を行うことと、
前記ユーザの前記運転評価の結果に基づいて、所定のサービスにおける前記ユーザの信用
の度合いを示す信用度を取得することと、
を含む情報処理方法である。
【０００８】
　本開示の他の態様の一つは、
車両に搭載されたコンピュータに、
所定のサービスにおける前記車両を運転するユーザの信用の度合いを示す信用度の取得に
結果が用いられる運転評価を行うための、前記ユーザの前記車両の運転時の行動履歴を示
す第１の情報を取得することと、
所定期間分の前記第１の情報を所定のサーバに送信することと、
を実行させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【０００９】
　本開示によれば、サービスの利用実績が少ない場合でも、ユーザの信用の度合いを示す
情報を取得することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、第１実施形態に係る信用度取得システムのシステム構成の一例を示す図
である。
【図２】図２は、センタサーバのハードウェア構成の一例を示す図である。
【図３】図３は、車両のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図４】図４は、センタサーバと車載装置との機能構成の一例を示す図である。
【図５】図５は、運転評価に用いられるポイント数の定義の一例を示す図である。
【図６】図６は、センタサーバの信用度取得処理のフローチャートの一例である。
【図７】図７は、変形例に係る信用度取得処理のフローチャートの一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　車両の運転には運転者の性格が表れる、とよく言われる。例えば、交通法規を守って運
転する運転者は、交通法規以外の法規、ルール、及びマナー等についても遵守精神の高い
人物である傾向がある。一方、例えば、交通法規から外れた運転を頻繁に行う運転者は、
交通法規以外の法規、ルール、及びマナー等についても守らないことが多い人物である傾
向がある。したがって、運転が丁寧であるかどうかということは、運転者が信用できる人
物かどうかということをある程度担保する情報であると言える。運転が丁寧とは、例えば
、交通法規を破らないこと、同乗者、歩行者、及び他の車両の運転者に対して脅威を与え
る運転を行わないこと、及び、他者を尊重する運転を行うこと、等である。
【００１２】
　他者に対して脅威を与える運転には、例えば、急ブレーキ及び急発進を繰り返すこと、
蛇行運転、急な車線変更、及び、クラクションの吹鳴等がある。他者を尊重する運転には
、例えば、歩行者に道を譲ること、及び、他の車両を合流させてあげること、等がある。
【００１３】
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　なお、取引又はインターネット上でのやり取りにおいては、法規、ルール、及びマナー
等の遵守精神の高さが重視される傾向がある。そのため、本開示において、信用できる人
物であるとは、法規、ルール、及び、マナー等の遵守精神の高いことであると定義する。
なお、信用できる人物であるか否かの判定基準は、これに限定されない。
【００１４】
　例えば、ＳＮＳにおいて、ユーザの信用の度合いを示す指標として参照される情報の一
つに、当該ＳＮＳ上でつながっているユーザの数がある。ＳＮＳ上でつながっているとは
、例えば、互いに知り合い又は友達として認証し合っており、友達リスト等に登録されて
いる状態を指す。ＳＮＳ上でつながっているユーザは、例えば、「友達」と呼ばれたり、
「フォロワー」と呼ばれたりする。例えば、フリーマーケット及びオークションなどのＣ
ｔｏＣ取引では、販売実績及び／又は購入実績、及び、これらの取引相手からの評価がユ
ーザの信用の度合いを示す指標として参照されることが多い。
【００１５】
　しかしながら、サービスに登録した当初は、当該サービス上でつながっている他のユー
ザも取引実績もない。その為、他のユーザからの信用（credence）を得られずに、当該Ｓ
ＮＳ上で面識のないユーザとつながることができなかったり、取引してもらえなかったり
することがある。
【００１６】
　そこで、本開示では、運転の丁寧さの評価結果を、例えば、ＳＮＳやＣｔｏＣ取引など
の、運転とは関係のないサービスにおける当該運転者の信用度(degree of credence)とし
て用いることで、サービスの利用実績の少ない場合におけるユーザの信用度を取得する。
【００１７】
　本開示の態様の一つは、情報処理装置である。情報処理装置は、記憶部と制御部とを備
える。記憶部には、第１の期間における、ユーザの車両の運転時の行動履歴を示す第１の
情報が保持されれる。制御部は、当該第１の期間分の第１の情報から当該ユーザの運転評
価を行うことと、当該ユーザの運転評価の結果に基づいて、所定のサービスにおける当該
ユーザの信用の度合いを示す信用度を取得することと、を実行する。情報処理装置は、例
えば、サーバである。ただし、これに限定されず、情報処理装置は、車両に搭載されてい
る車載装置であってもよい。制御部は、例えば、プロセッサである。
【００１８】
　ユーザの車両の運転時の行動履歴を示す第１の情報は、例えば、当該ユーザによる運転
中に発生する所定のイベントの履歴情報である。所定のイベントには、例えば、速度計測
の周期、急ブレーキ、急発進、急ハンドル、クラクションの吹鳴検出、歩行者への進路譲
渡、他の車両の合流支援等がある。この場合には、第１の情報には、例えば、発生したイ
ベントとイベントの発生時刻とが含まれる。なお、速度計測の周期の場合には、第１の情
報には、例えば、速度と、速度の計測時刻とが含まれる。情報処理装置がサーバである場
合には、第１の情報は、例えば、所定の周期で、車両から当該サーバへ送信されてもよい
。これらの第１の情報に基づく運転評価では、例えば、ユーザの運転の丁寧さが評価され
る。
【００１９】
　ユーザの運転評価は、例えば、第１の期間分の第１の情報から、法定速度内の走行の累
積時間、急ブレーキ回数、急発進回数、急ハンドル回数、クラクションの吹鳴回数、歩行
者への進路譲渡回数、及び、他の車両の合流支援の少なくとも１つを集計し、当該集計に
基づいて行われてもよい。この場合に、例えば、法定速度内の走行の累積時間、歩行者へ
の進路譲渡回数、及び、他の車両の合流支援のうちの少なくともいずれかに応じた加点ポ
イントが取得されてもよい。さらに、急ブレーキ回数、急発進回数、クラクションの吹鳴
回数、及び、急ハンドル回数のうちの少なくとも一つに応じた減点ポイントが取得されて
もよい。これらの加点ポイントと減点ポイントとの合計値がユーザの運転評価の結果とし
て取得されてもよい。
【００２０】
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　本開示の態様の一つによれば、例えば、所定のサービスの登録当初等の、当該所定のサ
ービスの利用実績又は他のユーザとのつながりが少ない状態であっても、日頃の運転の丁
寧さによって当該ユーザの信用度が取得される。
【００２１】
　また、本開示の態様の一つでは、制御部は、所定のサービスにおける当該ユーザの信用
度を、当該ユーザの信用に関する第１の信用情報と、当該第１の信用情報よりも大きい重
みを付けられた当該ユーザの運転評価の結果と、に基づいて、取得するようにしてもよい
。例えば、所定のサービスがＳＮＳである場合には、第１の信用情報は友達の数であって
もよい。例えば、所定のサービスがＣｔｏＣ取引である場合には、第１の信用情報は購入
及び販売の取引数、及び／又は、各取引の評価の平均値等であってもよい。例えば、所定
のサービスが自動車保険である場合には、第１の信用情報は、過去の事故歴情報であって
もよい。例えば、所定のサービスがクレジットカードの発行である場合には、第１の信用
情報は、当該ユーザについて信用情報機関が管理している信用情報（credit information
）であってもよい。
【００２２】
　ユーザの運転評価の結果は、上述の通り、当該ユーザが信用できる人物であるかを表す
情報の一つである。したがって、他の信用情報も用いて信用度が取得される場合には、ユ
ーザの運転評価の結果の方により重みを持たせることによって、当該ユーザが信用できる
人物であることをより反映した信用度を取得することができる。
【００２３】
　また、本開示の態様の一つでは、制御部は、第１の期間よりも過去の第２の期間におけ
る第１の情報から取得される、法定速度内の走行の累積時間、急ブレーキ回数、急発進回
数、急ハンドル回数、クラクションの吹鳴回数、歩行者への進路譲渡回数、及び、他の車
両の合流支援回数のそれぞれについてのユーザの信用度に与える影響の傾向に基づいて、
法定速度内の走行の累積時間、急ブレーキ回数、急発進回数、急ハンドル回数、クラクシ
ョンの吹鳴回数、歩行者への進路譲渡回数、及び、他の車両の合流支援回数のそれぞれの
ポイントを調整するようにしてもよい。例えば、それぞれのポイントの調整に、機械学習
が用いられてもよい。それぞれのポイントが、実際の過去のデータから取得されるユーザ
の信用度に与える影響の傾向に基づいて調整されることによって、運転評価の結果から得
られる信用度の精度を高めることができる。ユーザの信用度の精度を高めるとは、例えば
、ユーザの実際の人物象に対する評価と運転評価の結果から得られる信用度との乖離をよ
り小さくすることである。なお、ポイントに限定されず、例えば、重みであってもよい。
【００２４】
　また、本開示の態様の一つにおいて、制御部は、第１の情報に加え、第１の情報の取得
時における道路状況を示す道路状況情報に基づいて、運転評価を行うようにしてもよい。
道路状況が運転者の心理状態に影響を与えることがある。例えば、渋滞時には運転者はイ
ライラして心の余裕がなくなり、普段しないような荒い運転をしてしまうことがある。そ
のような状態でも丁寧な運転を持続できる運転者は、精神状態が安定している傾向があり
、他人に、信用できると感じさせる。そこで、運転評価の際に道路状況を考慮することで
、よりユーザの信用度の信ぴょう性を高めることができる。
【００２５】
　また、本開示の態様の一つにおいて、制御部は、ユーザに関連付くユーザ端末へ、信用
度を通知するようにしてもよい。車両の運転者であるユーザに運転評価の結果に基づいて
取得される信用度を通知することによって、当該ユーザが自身の運転について客観的な評
価を確認することができる。また、運転評価の結果が所定のサービスにおける信用度に反
映されることを認識することによって、当該ユーザがより安全運転に心がけるようになる
。
【００２６】
　以下、図面に基づいて、本発明の実施の形態を説明する。以下の実施形態の構成は例示
であり、本発明は実施形態の構成に限定されない。
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【００２７】
　＜第１実施形態＞
　図１は、第１実施形態に係る信用度取得システム１００のシステム構成の一例を示す図
である。信用度取得システム１００は、センタサーバ１と車載装置２とを含む。信用度取
得システム１００には複数の車載装置２が含まれるが、便宜上、図１では１台の車載装置
２が示されている。センタサーバ１は、例えば、ＳＮＳサーバ４と通信可能である。ＳＮ
Ｓサーバ４は、ユーザ端末３と通信可能である。ユーザ端末３は、車両２０の運転者の所
有する端末である。
【００２８】
　車載装置２は、ユーザ５が運転する車両２０に搭載されている。車載装置２は無線通信
により、例えば、携帯電話網又はＷｉＦｉ網に接続可能であり、これらのアクセス網を通
じてインターネットに接続可能である。センタサーバ１は、例えば、ＬＡＮ（Local Acce
ss Network）等に接続しており、ＬＡＮを通じてインターネットに接続している。インタ
ーネットを通じて、センタサーバ１と車載装置２とは通信可能である。
【００２９】
　車載装置２は、車両２０の運転行動情報を収集する。運転行動情報は、ユーザ５による
車両２０の運転中に発生する所定のイベントの履歴情報である。所定イベントには、例え
ば、急ブレーキ、急ハンドル、急発進、クラクションの吹鳴、及び、蛇行運転の検出があ
る。また、所定イベントには、歩行者に道を譲る、及び、他の車両を車線に入れてあげる
合流支援等のカメラによる撮像画像の認識結果から得られるイベントが含まれてもよい。
また、所定イベントには、速度の取得周期のタイミングも含まれてもよい。なお、所定の
イベントはこれらに限定されない。車載装置２は、例えば、所定期間分の運転行動情報が
蓄積されると、当該所定期間分の運転行動情報をセンタサーバ１へ送信する。運転行動情
報は、「第１の情報」の一例である。
【００３０】
　例えば、ユーザ５がユーザ端末３によってＳＮＳサーバ４にアクセスし、新たにＳＮＳ
に利用登録を行い、信用度取得システム１００による運転評価に基づく信用度の利用を設
定する。この場合、ＳＮＳサーバ４はセンタサーバ１へ信用度の取得要求を送信する。セ
ンタサーバ１は、ＳＮＳサーバ４から信用度の取得要求を受信すると、当該ユーザの所定
期間分の運転行動情報から当該ユーザの運転評価を行い、当該運転評価の結果に基づいて
信用度を取得する。センタサーバ１は、ＳＮＳサーバ４へ取得した信用度を送信する。こ
れによって、ＳＮＳサーバ４が提供するＳＮＳにおいて、センタサーバ１によって取得さ
れた信用度が、ユーザ５の信用情報の一つとして用いられることになる。
【００３１】
　ユーザ５のＳＮＳサーバ４によって提供されるＳＮＳの登録時には、当該ＳＮＳ上でつ
ながっている他のユーザの数が少ないものの、運転評価の結果に基づいて取得された信用
度によって、ユーザ５の信用度が担保されていることを当該ＳＮＳ上において示すことが
できる。なお、センタサーバ１から運転評価に基づく信用度を取得可能なサーバは、ＳＮ
Ｓサーバ４に限定されず、外部サーバであれば取得可能である。
【００３２】
　図２は、センタサーバ１のハードウェア構成の一例を示す図である。センタサーバ１は
、ハードウェア構成として、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１、メモリ１０２
、外部記憶装置１０３、及び、通信部１０４を有する。メモリ１０２および外部記憶装置
１０３は、コンピュータで読み取り可能な記録媒体である。センタサーバ１は、「情報処
理装置」の一例である。
【００３３】
　外部記憶装置１０３は、様々なプログラムや、各プログラムの実行に際してＣＰＵ　１
０１が使用するデータを格納する。外部記憶装置１０３は、例えば、ＥＰＲＯＭ（Erasab
le Programmable ROM）やハードディスクドライブ（Hard Disk Drive）である。外部記憶
装置１０３に保持されるプログラムには、例えば、オペレーティングシステム（ＯＳ）、
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信用度取得プログラム、その他様々なアプリケーションプログラムを保持する。信用度取
得プログラムは、ユーザ５の運転評価に基づく信用度を取得するためのプログラムである
。
【００３４】
　メモリ１０２は、ＣＰＵ　１０１に、外部記憶装置１０３に格納されているプログラム
をロードする記憶領域および作業領域を提供したり、バッファとして用いられたりする記
憶装置である。メモリ１０２は、例えば、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（Random
 Access Memory）のような半導体メモリを含む。
【００３５】
　ＣＰＵ　１０１は、外部記憶装置１０３に保持されたＯＳや様々なアプリケーションプ
ログラムをメモリ１０２にロードして実行することによって、様々な処理を実行する。Ｃ
ＰＵ　１０１は、１つに限られず、複数備えられてもよい。ＣＰＵ　１０１は、「情報処
理装置」の「制御部」の一例である。
【００３６】
　通信部１０４は、ネットワークとの情報の入出力を行うインタフェースである。通信部
１０４は、有線のネットワークと接続するインタフェースであってもよいし、無線のネッ
トワークと接続するインタフェースであってもよい。通信部１０４は、例えば、ＮＩＣ（
Network Interface Card）や無線回路等である。なお、センタサーバ１のハードウェア構
成は、図２に示されるものに限定されない。
【００３７】
　図３は、車両２０のハードウェア構成の一例を示す図である。なお、図３では、車両２
０のハードウェア構成のうち、信用度取得システム１００の処理に係るハードウェア構成
が抽出されて示されている。車両２０は、信用度取得システム１００の処理に係るハード
ウェア構成として、車載装置２、ＡＢＳ　２１１、加速度センサ２１２、カメラ２１３、
転舵角検出装置２１４、アクセル踏圧量検出装置２１５、ブレーキ踏圧量検出装置２１６
、速度計２１７、及び、ＧＰＳ受信部２１８を備える。
【００３８】
　ＡＢＳ　２１１は、急ブレーキをかけた時などにタイヤがロックするのを防ぐシステム
である。ＡＢＳ　２１１によって、急ブレーキがかけられた際の車両の進行方向の安定性
が保たれ、ハンドル操作で障害物を回避できる可能性が高められる。第１実施形態では、
ＡＢＳ　２１１は、例えば、急ブレーキの検出に用いられてもよい。
【００３９】
　加速度センサ２１２は、車両２０にかかる加速度を計測する。加速度センサ２１２の検
知値は、例えば、急ブレーキ及び急発進の検出に用いられてもよい。カメラ２１３は、車
両２０の外側に向けて設置され、例えば、車両２０の外向きの前方の画像を撮像する。カ
メラ２１３の画像は、例えば、歩行者への進路譲渡、及び、他の車両の合流支援等の検出
に用いられてもよい。
【００４０】
　転舵角検出装置２１４は、運転者がステアリングホイールを回転させた角度である転舵
角を検出する。転舵角は、例えば、急ハンドルの検出に用いられてもよい。アクセル踏圧
量検出装置２１５は、運転者によるアクセルペダルの踏圧量を検出する。アクセルペダル
の踏圧量は、例えば、急発進の検出に用いられてもよい。ブレーキ踏圧量検出装置２１６
は、運転者によるブレーキペダルの踏圧量を検出する。ブレーキペダルの踏圧量は、例え
ば、急ブレーキの検出に用いられてもよい。なお、アクセル踏圧量検出装置２１５の代わ
りに、アクセルペダルの踏み込み量を検出するアクセルペダル踏込量検出装置が用いられ
、急発進の検出にアクセルペダルの踏む込み量が用いられてもよい。ブレーキ踏圧量検出
装置２１６の代わりに、ブレーキペダルの踏み込み量を検出するブレーキペダル踏込量検
出装置が用いられ、急ブレーキの検出にブレーキペダルの踏む込み量が用いられてもよい
。速度計２１７は、車両２０の速度を検出する。
【００４１】
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　ＧＰＳ（Global Positioning System）受信部２１８は、地球の周囲を周回する複数の
人工衛星（Global Positioning Satellite）から時刻信号の電波を受信し、当該検出信号
から、位置情報として、例えば、緯度と経度を算出する。
【００４２】
　車載装置２は、ハードウェア構成として、ＣＰＵ　２０１、メモリ２０２、外部記憶装
置２０３、通信部２０４、及びインタフェース２０５を有する。メモリ２０２および外部
記憶装置２０３は、コンピュータで読み取り可能な記録媒体である。
【００４３】
　外部記憶装置２０３は、様々なプログラムや、各プログラムの実行に際してＣＰＵ　１
０１が使用するデータを格納する。外部記憶装置２０３は、例えば、ＥＰＲＯＭ、又は、
ハードディスクドライブである。外部記憶装置２０３に保持されるプログラムには、例え
ば、オペレーティングシステム（ＯＳ）、運転行動情報送信プログラム、その他様々なア
プリケーションプログラムを保持する。運転行動情報送信プログラムは、運転行動情報を
センタサーバ１へ送信するためのプログラムである。
【００４４】
　メモリ２０２は、ＣＰＵ　２０１に、外部記憶装置２０３に格納されているプログラム
をロードする記憶領域および作業領域を提供したり、バッファとして用いられたりする記
憶装置である。メモリ２０２は、例えば、ＲＯＭ、ＲＡＭのような半導体メモリを含む。
【００４５】
　ＣＰＵ　２０１は、外部記憶装置２０３に保持されたＯＳや様々なアプリケーションプ
ログラムをメモリ２０２にロードして実行することによって、様々な処理を実行する。Ｃ
ＰＵ　２０１は、１つに限られず、複数備えられてもよい。
【００４６】
　通信部２０４は、ネットワークとの情報の入出力を行うインタフェースである。通信部
２０４は、無線のネットワークと接続するインタフェースである。通信部２０４は、例え
ば、５Ｇ（5th Generation）、ＬＴＥ（Long Term Evolution）、及び、３Ｇ（3rd Gener
ation）等の移動体通信方式、または、ＷｉＦｉ等の無線通信規格に基づく通信を行う。
【００４７】
　インタフェース２０５は、車両２０内の車載装置２以外のハードウェア構成要素と車載
装置２とを接続する。インタフェース２０５には、ＡＢＳ　２１１、加速度センサ２１２
、カメラ２１３、転舵角検出装置２１４、アクセル踏圧量検出装置２１５、ブレーキ踏圧
量検出装置２１６、速度計２１７、及び、ＧＰＳ受信部２１８等が接続される。なお、車
両２０のハードウェア構成は、図３に示されるものに限定されない。
【００４８】
　図４は、センタサーバ１と車載装置２との機能構成の一例を示す図である。車載装置２
は、機能構成要素として、運転行動情報取得部２１、送信部２２、及び、運転行動情報デ
ータベース（ＤＢ）２３を備える。これらの機能構成要素は、例えば、車載装置２のＣＰ
Ｕ　２０１が運転行動情報送信プログラムを実行することによって達成される機能構成要
素である。
【００４９】
　運転行動情報取得部２１は、運転行動情報を生成する。具体的には、運転行動情報取得
部２１は、所定のイベントの発生の検出に応じて、運転行動情報を生成する。所定のイベ
ントは、例えば、速度計測の周期、急ブレーキ、急発進、急ハンドル、クラクションの吹
鳴、歩行者への進路譲渡、および、他車両の合流支援等である。
【００５０】
　運転行動情報取得部２１は、所定の周期で、インタフェース１０５を通じて、加速度セ
ンサ２１２、カメラ２１３、転舵角検出装置２１４、アクセル踏圧量検出装置２１５、及
び、ブレーキ踏圧量検出装置２１６、及び、速度計２１７から、それぞれによって検知さ
れた検知値を取得する。運転行動情報取得部２１は、これらの検知値から所定のイベント
の発生を検出する。なお、その他の各種センサの値を取得する周期とは、異なっていても
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よいし、同じであってもよい。
【００５１】
　急ブレーキは、例えば、ブレーキ踏圧量の変動量が所定の閾値以上であること、車両２
０の進行方向とは反対方向の加速度センサ２１２の値が閾値以上であること、又は／及び
、ＡＢＳ　２１１による検出によって検出されてもよい。急ハンドルは、例えば、転舵角
の変動量が所定の閾値以上であること、又は／及び、所定方向にかかる加速度センサ２１
２の値が閾値以上であることによって検出されてもよい。急発進は、例えば、アクセル踏
圧量の変動量が所定の閾値以上であること、又は／及び、車両２０の進行方向の加速度セ
ンサ２１２の値が閾値以上であること、によって検出されてもよい。クラクションの吹鳴
は、例えば、クラクションの押下信号の入力等によって検出されてもよい。歩行者への進
路譲渡及び他の車両の合流支援は、例えば、カメラ２１３の撮像画像の認識結果を監視す
ることで検出される。
【００５２】
　運転行動情報取得部２１は、上述の所定のイベントの発生を検出すると、運転行動情報
を生成する。運転行動情報には、例えば、ユーザの識別情報、車両２０の識別情報、イベ
ントの種類、及び、イベントの発生時刻が含まれる。なお、イベントの種類には、急ブレ
ーキ、急発進、急ハンドル、クラクションの吹鳴、歩行者への進路譲渡、及び、他車両の
合流支援等がある。
【００５３】
　速度計測の周期では、運転行動情報取得部２１は、速度計２１７から速度と、ＧＰＳ受
信部２１８から位置情報とを取得し、運転行動情報を生成する。このときの運転行動情報
には、ユーザの識別情報、車両２０の識別情報、イベントの種類として速度計測、及び、
時刻に加え、速度の値、位置情報が含まれる。運転行動情報取得部２１は、生成した運転
行動情報を運転行動情報ＤＢ　２３に格納する。
【００５４】
　なお、運転行動情報取得部２１は、運転行動情報を生成する際に、渋滞情報を確認し、
現在走行中の道路の区間が渋滞している場合には、運転行動情報に、道路状況として渋滞
していることを含めてもよい。すなわち、運転行動情報には、例えば、ユーザの識別情報
、車両２０の識別情報、イベントの種類、イベントの発生時刻、速度（速度計測の場合の
み）、及び、道路状況が含まれる。なお、渋滞情報は、例えば、車両２０に備えられてい
るカーナビゲーションシステムを通じて、道路交通情報通信システム（VICS（登録商標）
）から取得される。
【００５５】
　送信部２２は、所定の周期で、運転行動情報ＤＢ　２３に保持された当該所定の周期の
１周期分の運転行動情報を読み出し、センタサーバ１へ送信する。なお、運転行動情報Ｄ
Ｂ　２３がセンタサーバ１へ送信される周期は、例えば、１時間、１日、又は、１週間等
の単位で設定されてもよい。
【００５６】
　運転行動情報ＤＢ　２３には、運転行動情報が保持されている。運転行動情報ＤＢ　２
３は、例えば、車載装置２の外部記憶装置２０３の記憶領域に作成される。
【００５７】
　次に、センタサーバ１は、機能構成要素として、運転行動情報管理部１１、信用度取得
部１２、及び、運転行動情報ＤＢ　１３を備える。これらの機能構成要素は、例えば、セ
ンタサーバ１のＣＰＵ　１０１がメモリ１０２上の信用度取得プログラムを実行すること
によって達成される。
【００５８】
　運転行動情報管理部１１は、各ユーザの運転行動情報を管理する。具体的には、運転行
動情報管理部１１は、車載装置２から送信される運転行動情報を受信し、受信した運転行
動情報を運転行動情報ＤＢ　１３に格納する。また、運転行動情報管理部１１は、例えば
、信用度取得部１２からのリクエストに応じて、指定されたユーザの所定の期間における



(12) JP 2021-117840 A 2021.8.10

10

20

30

40

50

運転行動情報を運転行動情報ＤＢ　１３から読み出す。また、運転行動情報管理部１１は
、例えば、所定時間経過した運転行動情報を運転行動情報ＤＢ　１３から削除してもよい
。
【００５９】
　運転行動情報ＤＢ　１３には、各ユーザの運転行動情報が格納されている。運転行動情
報ＤＢ　１３は、例えば、センタサーバ１の外部記憶装置１０３内の記憶領域に作成され
る。
【００６０】
　信用度取得部１２は、例えば、ＳＮＳサーバ４などの外部サーバから、信用度の取得要
求を受信する。信用度の取得要求とともに、例えば、信用度の取得対象であるユーザの識
別情報、及び、車両２０の識別情報も受信される。信用度取得部１２は、指定されたユー
ザの所定期間における運転行動情報を運転行動情報管理部１１にリクエストし、運転行動
情報管理部１１から取得する。運転行動情報が取得される期間は、例えば、直近の１カ月
～１年等の範囲で任意に設定されてよい。運動行動情報が取得される期間は、「第１の期
間」の一例である。
【００６１】
　信用度取得部１２は、例えば、所定期間における指定されたユーザの運転行動情報から
、法定速度内の走行時間の累積値、急ブレーキ回数、急発進回数、急ハンドル回数、クラ
クションの吹鳴回数、歩行者への進路譲渡回数、及び、他の車両の合流支援回数等を取得
する。これらに基づいて、信用度取得部１２は、運転評価を行う。
【００６２】
　なお、急ブレーキ回数、急発進回数、急ハンドル回数、クラクションの吹鳴回数、歩行
者への進路譲渡回数、及び、他車両の合流支援等の検出回数は、例えば、運転行動情報に
含まれるイベントの種類ごとの集計数として取得される。
【００６３】
　なお、法定速度内の走行時間の累積値は、例えば、イベントの種類が速度計測である運
転行動情報に基づいて取得される。具体的には、信用度取得部１２は、イベントの種類が
速度計測である各運転行動情報について、位置情報から運転行動情報における走行道路を
特定し、当該道路における法定速度を取得し、運転行動情報に含まれる速度が法定速度以
下であるか否かを判定する。信用度取得部１２は、速度が法定速度以下である運転行動情
報の集計数に速度計測の１周期の時間を乗じることで、法定速度内の走行時間の累積値を
取得する。
【００６４】
　なお、位置情報から運転行動情報における走行道路を特定し、当該道路における法定速
度を取得し、運転行動情報に含まれる速度が法定速度以下であるか否かを判定することは
、車載装置２が行ってもよい。この場合には、運転行動情報には、ユーザの識別情報、車
両２０の識別情報、イベントの種類として速度計測、時刻、法定速度内か否かを示す情報
（例えば、フラグ等）が含まれていてもよい。信用度取得部１２は、法定速度内であるこ
とを示す運転行動情報の集計数に速度計測の１周期の時間を乗じすることで、法定速度内
の走行時間の累積値を取得してもよい。
【００６５】
　運転評価の方法は、所定の方法に限定されず、周知の方法のいずれが用いられてもよい
。例えば、運転評価の方法の一例として、以下の方法がある。
【００６６】
　図５は、運転評価に用いられるポイント数の定義の一例を示す図である。図５に示され
る例では、以下のようにポイント数が定義されている。法定速度内での走行時間の累積値
の一時間当たり１ポイントが加算される。歩行者への道の譲渡１回あたりに１０ポイント
が加算される。他の車両の合流支援の１回当たりに１０ポイント加算される。急ブレーキ
１回当たりに１ポイントが減算される。急ハンドル１回当たりに１ポイントが減算される
。急発進１回あたりに２ポイントが減算される。クラクションの吹鳴１回当たりに１ポイ
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ントが減算される。
【００６７】
　また、渋滞時には、法定速度内での走行時間の累積値以外の項目の各加算ポイントにさ
らに１ポイント追加される。図５に示される例における加算ポイントは、歩行者への進路
譲渡と他の車両の合流支援とである。すなわち、運転行動情報に、道路状況として渋滞し
ていることが含まれ、且つ、当該運転行動情報に含まれるイベントの種類が歩行者への進
路譲渡又は他の車両の合流支援である場合には、それぞれ１１ポイントが加算される。運
転評価は、各項目のポイントの合計値として取得される。
【００６８】
　なお、運転評価の項目及び各項目のポイントの定義は、図５に示される例に限定されな
い。また、各項目のポイントは、各項目の重みであるとも言える。また、各項目のポイン
トは、特定の長さの期間におけるユーザの運転を評価するためものであるので、評価対象
となる期間の長さに応じて適宜変更される。
【００６９】
　なお、運転行動情報に基づく運転評価の方法は、図５において説明されたものに限定さ
れない。例えば、運転評価には、関数又は機械学習モデルが用いられてもよい。当該関数
又は機械学習モデルは、例えば、所定期間における、法定速度内の走行時間の累積値、急
ブレーキ回数、急発進回数、急ハンドル回数、クラクションの吹鳴回数、歩行者への進路
譲渡回数、及び、他車両の合流支援等の検出回数等を入力とし、これらの入力に対して運
転評価結果を出力するものである。
【００７０】
　図４に戻って、信用度取得部１２は、運転評価の結果に基づいて、信用度を取得する。
信用度は、例えば、運転評価が図５において説明されたポイントの合計値として取得され
る場合には、運転評価のポイントがそのまま用いられてもよい。また、信用度は、要求元
の要求に応じた形態で取得されてもよい。例えば、運転評価のポイントに応じて、段階的
に信用度が決定されてもよい。具体的には、運転評価が０から１００ポイントは信用度Ｃ
、１０１から３００ポイントは信用度Ｂ、３０１ポイント以上は信用度Ａなどである。
【００７１】
　信用度取得部１２は、取得した信用度を、要求元のＳＮＳサーバ４に出力する。また、
信用度取得部１２は、対象のユーザのユーザ端末３へ信用度を通知してもよい。ユーザは
、ＳＮＳサーバ４が提供するＳＮＳ内の所定のウェブページにおいても当該信用度を確認
することが可能である。
【００７２】
　なお、センタサーバ１及び車載装置２の機能構成要素は、ＦＰＧＡ（Field-Programmab
le Gate Array）等のハードウェアによって実現されてもよい。
【００７３】
　＜処理の流れ＞
　図６は、センタサーバ１の信用度取得処理のフローチャートの一例である。図６に示さ
れる処理は、例えば、所定の周期で繰り返し実行される。なお、図６に示される処理の実
行主体は、センタサーバ１のＣＰＵ　１０１であるが、便宜上、機能構成要素を主体とし
て説明する。以下のフローチャートについても同様である。
【００７４】
　ＯＰ１０１では、信用度取得部１２は、外部サーバから、信用度の取得要求が受信され
たか否かを判定する。信用度の取得要求は、例えば、車両２０のユーザ（運転者）が、ユ
ーザ端末３を通じてＳＮＳサーバ４へ利用登録を行い、その際に車両２０の運転評価に基
づく信用度の利用を選択した場合に、ＳＮＳサーバ４からセンタサーバ１へ送信される。
この場合には、ユーザ端末３から車両２０のユーザ（運転者）の識別情報と車両２０の識
別情報とがＳＮＳサーバ４へ送信される。ＳＮＳサーバ４は、信用度の取得要求とともに
、車両２０のユーザの識別情報と車両２０の識別情報とをセンタサーバ１へ送信する。な
お、ＳＮＳサーバ４以外の他の外部サーバが信用度の取得要求をセンタサーバ１へ送信す



(14) JP 2021-117840 A 2021.8.10

10

20

30

40

50

る場合にも、信用度の取得要求とともに、車両２０のユーザの識別情報と車両２０の識別
情報とが送信される。
【００７５】
　信用度の取得要求が受信された場合には（ＯＰ１０１：ＹＥＳ）、処理がＯＰ１０２へ
進む。信用度の取得要求が取得されていない場合には（ＯＰ１０１：ＮＯ）、図６に示さ
れる処理が終了する。
【００７６】
　ＯＰ１０２では、信用度取得部１２は、対象のユーザの所定期間の運転行動情報を運転
行動情報管理部１１を通じて取得する。ＯＰ１０３では、信用度取得部１２は、ＯＰ１０
２で取得した運転行動情報を分析して、運転評価を行う。ＯＰ１０４では、信用度取得部
１２は、運転評価の結果から信用度を取得する。ＯＰ１０５では、信用度取得部１２は、
要求元のサーバへ対象のユーザの信用度を送信する。また、信用度取得部１２は、対象の
ユーザのユーザ端末３へ信用度を通知してもよい。その後、図６に示される処理が終了す
る。
【００７７】
　＜第１実施形態の作用効果＞
　第１実施形態では、日常の車両２０の運転の評価から、他のサービスにおける信用度が
取得される。これによって、当該サービスにおいて、信用度の指標として参照される実績
等がない状態でも、運転の評価から取得された信用度を用いることによって、信用できる
ユーザであることを示すことができる。
【００７８】
　また、運転評価から得られた信用度をユーザにフィードバックすることによって、自身
の運転を客観的に見直すことができ、より丁寧で安全な運転を啓発することができる。ま
た、他のサービスの信用度として日頃の運転の評価が用いられることによって、ユーザは
、より安全運転を心がけるようになる。
【００７９】
　＜変形例＞
　第１実施形態では、外部サーバから信用度の取得要求に対して、運転評価の結果に基づ
いて取得された信用度が返されている。本変形例では、外部サーバからの信用度の取得要
求に対して、例えば、当該外部サーバから指定された他の信用情報と運転評価の結果とを
用いて信用度が取得される。他の信用情報は、例えば、ＳＮＳサービスであれば友達の数
、ＣｔｏＣ取引であれば取引数及び／又は取引の評価、金融サービスであれば信用情報、
自動車保険サービスであれば事故歴情報等である。なお、変形例におけるシステム構成、
センタサーバ１及び車載装置２のハードウェア構成及び機能構成は、第１実施形態と同様
である。
【００８０】
　図７は、変形例に係る信用度取得処理のフローチャートの一例である。第１実施形態と
共通する処理には、図６におけるフローチャートの処理と同じ符号が付されている。
【００８１】
　ＯＰ２０１では、信用度取得部１２は、外部サーバから、信用度の取得要求が受信され
たか否かを判定する。信用度の取得要求とともに、外部サーバからは、車両２０のユーザ
の識別情報と、車両２０の識別情報と、外部サーバが信用度の取得に考慮してほしい信用
情報と、も受信される。なお、外部サーバが信用度の取得に考慮してほしい信用情報は、
外部サーバが取得してもよいし、信用度取得部１２が取得してもよい。なお、外部サーバ
が信用度の取得に考慮してほしい信用情報はそのまま用いることができるとは限らないた
め、運転評価の結果に基づいて取得される信用度と併せて用いることができるように、所
定の変換方式で信用度に変換される。外部サーバが信用度の取得に考慮してほしい信用情
報から変換された信用度は、以降、信用度＃２と称される。
【００８２】
　信用度の取得要求が受信された場合には（ＯＰ２０１：ＹＥＳ）、処理がＯＰ１０２へ
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進む。信用度の取得要求が取得されていない場合には（ＯＰ２０１：ＮＯ）、図７に示さ
れる処理が終了する。
【００８３】
　信用度取得部１２は、対象のユーザの所定期間の運転行動情報を取得し（ＯＰ１０２）
、運転評価を行い（ＯＰ１０３）、運転評価の結果から信用度＃１を取得する（ＯＰ１０
４）。
【００８４】
　ＯＰ２０２では、信用度取得部１２は、信用度＃１にαを乗じた値と、信用度＃２にβ
を乗じた値と、の合計で信用度を取得する。α＞βである。
【００８５】
　ＯＰ１０５では、信用度取得部１２は、要求元のサーバへ対象のユーザの信用度を送信
する。また、信用度取得部１２は、対象のユーザのユーザ端末３へ信用度を通知してもよ
い。その後、図７に示される処理が終了する。
【００８６】
　変形例によれば、運転評価以外の信用情報も用いて、信用度を取得することができる。
これによって、サービスに関連付いた信用情報（信用度＃２）と、サービスとは無関係の
運転評価に基づく信用度＃１とを用いた信用度とすることができ、複数の観点からの信用
度を総合した信用度を示すことができる。また、例えば、ＣｔｏＣ取引で取引相手に意図
的に悪い評価をつけられたような場合でも、運転評価の結果に基づく信用度の方が重みが
大きいので、取引の悪い評価の影響を小さく抑えることができる。
【００８７】
　＜その他の実施形態＞
　上記の実施形態はあくまでも一例であって、本発明はその要旨を逸脱しない範囲内で適
宜変更して実施しうる。
【００８８】
　第１実施形態では、センタサーバ１が運転評価を行い、運転評価の結果から信用度を取
得するが、これに代えて、車載装置２がこれらの処理を行ってもよい。この場合には、ユ
ーザ端末３と車載装置２とは、例えば、ＢＬＥ（Bluetooth（登録商標） Low Energy）等
の近距離無線通信を通じて、通信を行い、ユーザ端末３から直接車載装置２へ信用度の取
得要求を送信してもよい。運転評価及び信用度の取得を車載装置２が行う場合には、車載
装置２は「情報処理装置」の一例であり、ＣＰＵ　２０１は「制御部」の一例である。
【００８９】
　各ユーザの運転行動情報が所定期間以上蓄積されてくると、イベントの種類ごとに、各
ユーザの信用度に与える影響の傾向が見えてくる場合がある。例えば、急ブレーキなどは
、歩行者の飛び出し等の外的要因によっても発生することがあるので、急ブレーキの回数
が与える信用度への影響は大きくない、という傾向が表れるようになる。このような傾向
を例えば、運転行動情報を機械学習モデルに分析させることで取得し、当該傾向に基づい
て、例えば、図５に示される各項目のポイント数を調整するようにしてもよい。これによ
って、より信用度の信ぴょう性が増す。
【００９０】
　本開示において説明した処理や手段は、技術的な矛盾が生じない限りにおいて、自由に
組み合わせて実施することができる。
【００９１】
　また、１つの装置が行うものとして説明した処理が、複数の装置によって分担して実行
されてもよい。あるいは、異なる装置が行うものとして説明した処理が、１つの装置によ
って実行されても構わない。コンピュータシステムにおいて、各機能をどのようなハード
ウェア構成（サーバ構成）によって実現するかは柔軟に変更可能である。
【００９２】
　本発明は、上記の実施形態で説明した機能を実装したコンピュータプログラムをコンピ
ュータに供給し、当該コンピュータが有する１つ以上のプロセッサがプログラムを読み出
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して実行することによっても実現可能である。このようなコンピュータプログラムは、コ
ンピュータのシステムバスに接続可能な非一時的なコンピュータ可読記憶媒体によってコ
ンピュータに提供されてもよいし、ネットワークを介してコンピュータに提供されてもよ
い。非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、例えば、磁気ディスク（フロッピー（登録
商標）ディスク、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）等）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、
ＤＶＤディスク、ブルーレイディスク等）など任意のタイプのディスク、読み込み専用メ
モリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、磁気
カード、フラッシュメモリ、光学式カード、電子的命令を格納するために適した任意のタ
イプの媒体を含む。
【符号の説明】
【００９３】
１　　　：センタサーバ
２　　　：車載装置
３　　　：ユーザ端末
４　　　：ＳＮＳサーバ
１１　　：運転行動情報管理部
１２　　：信用度取得部
２０　　：車両
２１　　：運転行動情報取得部
２２　　：送信部
１００　：信用度取得システム
１０１　：ＣＰＵ
１０２　：メモリ
１０３　：外部記憶装置
１０４　：通信部
１０５　：インタフェース
２０１　：ＣＰＵ
２０２　：メモリ
２０３　：外部記憶装置
２０４　：通信部
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【図７】
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